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新潟市

津波を引き起こす想定地震

基準水位（せり上がり浸水深）

津波と通常の波との違い

津波の高さ 津波の注意点

海面の表面だけの動き

海底の水は動かない

通常の波 津波 海面から海底まで全体の動き

津波は通常の波とは違い、その大きさに関わらず、大きな破壊力があります。

津波の高さが 30ｃｍでも、人は流されます。
1ｍの津波に巻き込まれたら、
命を守ることは難しく
なります。

津波は繰り返しおそってきます。第２波、第３波の
方が大きくなる可能性が高く、地震の起こり方や震
源付近の地形によっては、引き潮が起こらないこと
もあります。

海底土砂や
がれきなどを含む

通常の波よりはるかに
大きな破壊力

小さな波でも危険

30cm

1m

動くことができなくなる

津波に巻き込まれた場合
ほとんどの人が亡くなる

「津波高」と「津波浸水深」は異なります。「津波高」は沖合での海抜（標高）ゼロメートルからの高さで、　
「津波浸水深」は、地面から浸水面の高さです。

23 ～ 24 ページと津波大判マップ（基準水位）には、建物などへの衝突による浸水の上昇（せり上がり）を
考慮した「基準水位」を表示しています。

日本海東縁部で発生する地震が引き起こす津波
「日本海東縁部」では、大きな地震がたびたび発生し、
それに伴い、津波も多く発生しています。

この地域では、陸地に近い海底で地震が起きるため、
津波の陸地までの到達時間が短く、断層が浅いこと
から、津波が高くなりやすい特徴があります。

聖籠町の最高津波水位は、7.1m（海岸線から沖合
約 30ｍ地点）、津波の影響で水位の変化（沿岸の水
位が 20ｃｍ以上上昇・低下）が始まるのは、地震
発生から 5～ 10 分と想定されています。また、陸
地では最大で 6.1ｍの浸水が想定されています。

津波ハザードマップに示す津波浸水
想定は、平成 26 年 8月に国が公表
した新たな知見に基づく津波断層モ
デルを踏まえ、平成 29 年 11 月に新
潟県が公表した浸水想定を示してい
ます。

聖籠町管内の同区域は、令和 2年 1
月に津波災害警戒区域に指定されま
した。

F30 秋田・山形沖（M7.8）

F34 県北・山形沖（M7.7）

F35 佐渡北（M7.6）

F38 越佐海峡（M7.5）

長岡平野西縁断層帯（M7.6）

高田平野西縁断層帯（M7.1）

F42 佐渡西方・能登
半島北東沖（M7.3）

F41 上越・糸魚川沖（M7.6）

F39 佐渡西（M7.4）

津波断層モデル位置図

聖籠町

● F30 秋田・山形沖
● F34 県北・山形沖
● F35 佐渡北
● F38 越佐海峡
● 長岡平野西縁断層帯

東京湾平均海面（T.P.）標高 0ｍ

その場の地面
からの高さ

基準水位
壁に当たった
ときのせりあ
がりを含んだ
高さ

標高（海抜）
ゼロメートル
からの高さ海岸線

約 30ｍ

津波高浸水深

陸地では
深いところで

６.１ｍ
の高さで

浸水

地震発生後、

５～10 分
で沿岸の水位が

変わり始める

津波災害
警戒区域

聖籠町への影響が大きいと想定
される津波断層モデル

最高津波水位

海岸線から沖合
約 30ｍ地点

７.１ｍ

津波を知る
津波
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聖籠分署

聖籠交番

東港交番

新潟聖籠病院

新潟手の外科研究所病院

聖籠町国民健康保険診療所
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図書館

聖海荘

町民会館
聖籠町役場

網代浜会館
あかね公園

亀代小学校

聖籠中学校

蓮野小学校

山倉小学校

次第浜公民館

町営東山団地

上水道管理棟

アルビレッジ 茨島児童遊園

せいろう幼稚園

亀代地区公民館
亀代多目的運動場

ハーモニーこども園

聖籠はじめこども園

プラント－４ 聖籠店

新潟県運転免許センター

杉谷内国道７号管理用道路

新潟東港港湾労働者福祉センター

聖籠観音の湯「ざぶーん」

藤寄簡易郵便局付近前面道路
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藤寄公会堂

藤寄体育館

大夫興野公会堂

なないろこども園

屋内遊び場

ほしぞらこども園

山倉多目的運動場
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@C

@C

@C

@C

@C保健福祉センター

介護老人保健施設  汐彩の郷

特別養護老人ホーム  はすがた園

ウェルハート加治川の里
特別養護老人ホーム聖籠まごころの里

仁五郎橋 宮前橋掘割橋

金清水川

X
@#藤寄児童遊園

（8.1ｍ）9

索引図

5.0 ～ 10.0ｍ未満
3.0 ～ 5.0ｍ未満
1.0 ～ 3.0ｍ未満
0.5 ～ 1.0ｍ未満
0.3 ～ 0.5ｍ未満
0.3ｍ未満

２階まで水没する

２階の浸水がはじまる

津波に巻き込まれた場合
ほとんどの人が亡くなる

動くことができなくなる

0.5m
0.3m

1m

3m

5m

津波の高さと人や家屋の関係 津波の浸水による影響

１階の浸水がはじまる

津波が到達する高さ（基準水位）

色が付いている区域は、新潟県
から津波災害警戒区域に指定さ
れています。

防災行政無線
主要幹線道路
市町界

凡例

（　）内の表示は標高（海抜）

X 交番
消防
病院

g

]

p

津波避難場所
指定避難所（津波）

福祉避難所（津波）

@#

@&

C

20ｍ
10ｍ

標高（海抜）

この津波マップ（基準水位）は、新潟県が公表した「津波浸水想定」を基に、
津波が発生した場合に建物などへの衝突による浸水の上昇（せり上がり）を
考慮した基準水位を色分けしたものです。

このマップはあくまで想定です。地震の震源が想定より陸域に近いなど、条
件が異なる場合には、これよりも深く浸水する場合があります。

0 500

1/23,000 
200 1000 m

津波を知る - 津波マップ（基準水位）-
津波

到達する
高さ
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！繰り返し
やってく

る繰り返し
やってく

る

！小さい津
波でも、

大きな破
壊力小さい津
波でも、

大きな破
壊力

！津波注意
報・警報

が出てい
る

間は避難
を続ける津波注意
報・警報

が出てい
る

間は避難
を続ける

早めの避難

◎より高く、安全な場所
たとえばこんなところへ・・・

あわてずに対応

◎津波避難場所

海や川から離れた高い場所へ！
大きな揺れや長く続く揺れを感じたら、できるだけ早く

より遠くて高いところへ

励まし合って
避難

避難を呼びかける

津波の注意報や警報が出ている間は避難を続けましょう。
車は使わず、原則徒歩で避難しましょう。

津波マップで浸水が予想されていない場所にいると
きに、大津波警報などの津波情報が発表されたら、
あわてて別の場所に避難せず、その場所にとどまる
ことも有効です。

自宅などにとどまることが不
安な場合は、自宅よりも高い
場所へ避難しましょう。

車で避難した場合、道路の
揺れや液状化による被害で
通行できなかったり、渋滞
が発生することが考えられ
ます。
原則、徒歩で避難しましょ
う。

津波のおそれがある
ときは徒歩で避難

津波は繰り返しおそってき
ます。
注意報や警報が出ている間
は、自宅に戻ったり、海の
様子を見に行ったりせず、
安全な場所にとどまりま　
しょう。

津波情報が出ている
間は避難を続ける 津波や津波避難に関するマークなど

大きな揺れやゆっくり
とした揺れを感じたら、
海や河川から離れる

地震発生後、津波による災害の発生が予想される場合には、大津波警報、津波警報または津波注意報が発
表されます。その後、「予想される津波の高さ」や「津波の到達予想時刻」などの情報が発表されます。

大津波警報
（特別警報）

津波警報

津波注意報

数値での発表（発表基準） 巨大地震の場合の表現

巨大

高い

（表記しない）

10m超
10m

５m
5ｍ<高さ≦10ｍ

3ｍ<高さ≦5ｍ

３m
1ｍ<高さ≦3ｍ

１m
20cｍ≦高さ≦1ｍ

予想される津波の高さ
名称 とるべき行動

沿岸部や川沿いにいる人は、ただちに高台など
安全な場所へ避難してください。

ここなら安全と思わず、より高い
場所を目指して避難しましょう！

海の中にいる人は、ただちに海から上がり、海岸から
離れてください。

津波情報が出たら、安全な場所へ避難

津波避難場所

津波注意
（危険地域）

津波フラッグ

津波の際に避難可能な避
難場所や高台です。

地震が起きた場合、津波
がおそう危険性が高い地
域・箇所を表しています。

「津波フラッグ」は大津
波警報、津波警報、津波
注意報が発表された際に
遊泳者などに避難を促す
旗です。

標高（海抜）
が高い地域

津波避難場所高台

津波情報＝町の避難指示です！

海や川の近く、津波の浸水が
予想される場所にいる場合は… 標高（海抜）が高い

地域にいる場合は…

（浸水開始時間・基準水位）
津波大判マップ

標高（海抜）マップ

あなたの自宅や海沿いのよく行く場所の
標高（海抜）と、津波のときどうなるかを確認しましょう。

4 ページの
津波マップ23 ～ 24 ページの

パソコンやスマートフォン
地理院地図

自宅や海沿いのよく行く場所の標高（海抜）を

で確認しましょう。 で確認しましょう。

自宅や海沿いのよく行く場所が
津波のときどうなるかを

URL https://maps.gsi.go.jp/

津波
津波から命を守る
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